
鹿島アントラーズと県立カシマサッカースタジアムの歴史

• 専用競技場の不在等から「初年度参加は99.9999％不可能」と評価されながらも、鹿島アント
ラーズとカシマスタジアムは、地域・企業・行政の連携によって厳しい参入条件を乗り越え、J
リーグ参入とスタジアム整備を実現した。その後も、クラブの成長や世界大会の開催等を契機と
して、施設の拡張・改修を重ね、クラブが管理運営を担う一体的な体制へと発展してきた。

資料5

鹿島アントラーズ・スタジアムの歴史

参考文献：鹿島アントラーズの誕生（鹿嶋市）、第5回県有施設調査資料（茨城県）、クラブ概要・CLUB HISTORY （鹿島アントラーズ）

鹿島
アントラーズ

県立カシマ
サッカー
スタジアム

1947～1989

クラブ創設・鹿島への移転

1990～1992

プロリーグ参入とスタジアム整備の決定

1993～2002

Jリーグ開幕とクラブ・
スタジアムの発展

2003～2012

指定管理者制度の導入
一体運営への移行

2014～2025

世界大会での活躍
継続的な施設改修

指定管理者制度の導入により、クラブがスタ
ジアムの管理運営を担う一体的な体制へ移行

1947

大阪で前身の
住友金属工業
蹴球同好会を
創部

1975

茨城県鹿島町
（現・鹿嶋
市）へ本拠地
移転

1990.6 住友金属サッカー団を母体に、プロリーグ参
加を正式表明

1990 専用競技場の不在等から「初年度参加は
99.9999％不可能」と評価

1990～91 5町村・県・県協会・地元企業が一体となり、
参入条件の実現へ要請・協議を継続

1991.2.14 地域の支援体制とスタジアム整備が評価され、
Jリーグ初年度参加10クラブに決定

1992.4 プロクラブ「鹿島アントラーズ」として活動
を開始

1993
Jリーグ開幕
年に1stス
テージ優勝

1996 クラブ初の年
間王者

2000
リーグ・カッ
プ・天皇杯で
国内3冠

2007–
09

J1史上初
のリーグ
3連覇

2011

震災後も
国立など
でホーム
戦を開催

2016 FIFAクラブ
W杯で準優勝

2018 ACLでクラ
ブ初優勝

2025 J1リーグ通
算9回目優勝

1990.6～91.2 県協会・近隣町村・地元企業が要請を重
ね、地域・企業・行政の支援体制を構築

1990.6～91.2
Jリーグ参入条件として、屋根・1万
5,000人席・照明を備えた専用競技場の
整備を提示

1990.6～91.2 茨城県が参入条件を満たすサッカー専用
スタジアムの建設を決定

1992.3 Jリーグ開幕に向け、県立カシマサッカー
スタジアムの建設に着工

1993

Jリーグ開幕
に合わせ1.5
万人収容で開
場

2001
日韓W杯に向
け約4万人収
容へ増築

2002
日韓W杯の会
場として3試
合を開催

2006

クラブが
指定管理
者として
管理運営
を開始

2011.6 震災後、
暫定再開

2012.3 震災から
本復旧

2014～
屋根鉄骨など
の大規模修繕
を継続

2021
東京五輪サッ
カー11試合
を開催

2025
愛称「メルカ
リスタジア
ム」を導入

県によるスタジアム建設表明により、
厳しい参入条件を乗り越えてJリーグ参加が決定



基本計画の位置づけ

• 本基本計画は、第3次茨城県総合計画等が示す「新スタジアムを中心とした魅力的なまちづくり」
の実現に向け、鹿嶋市のまちづくりに関する計画・構想とも連携しながら、新スタジアムの整備
方針、規模・機能及び事業の進め方を具体化するものである。

資料5

茨城県の
上位・関連計画

鹿嶋市の
上位・関連計画

基本計画

第3次茨城県
総合計画

第4次鹿嶋市
総合計画

鹿嶋市都市計画
マスタープラン

新カシマサッカースタジアム基本計画（本事業）

計画名 関連する内容

第3次茨城県
総合計画

• 鹿行地域の将来像として、新たなカシマサッ
カースタジアムを中心とした周辺地域の魅力
的なまちづくりを掲げるとともに、観光資源
やスポーツを活用した交流・関係人口の拡大、
定住促進を目指している。

第4次鹿嶋市
総合計画

• 市役所、鹿島神宮、県立カシマサッカースタ
ジアムを「まち」の拠点として位置づけ、各
拠点を連携・ネットワーク化することで、拠
点内への居住を促進し、快適で利便性の高い
生活空間の形成を図るとしている。

鹿嶋市都市計画
マスタープラン

• スタジアム周辺については，スポーツ拠点，
にぎわい拠点に位置付けられており，スポー
ツを通じた様々な交流を提供する場として，
都市計画制度などの活用を視野に入れながら，
魅力ある土地利用を図るとしている。

参考文献：茨城県HP、鹿嶋市HP

基本計画の位置づけ 各計画の本基本計画との関連性

即す
整合

整合

国の上位・関連計画

第3期スポーツ基本計画

スポーツコンプレックスガイドブック

即す

整合



整備予定地の現状

• 新スタジアムの整備予定地である卜伝の郷運動公園は、現スタジアムに隣接し、現在は都市公園
かつ市街化調整区域に位置している（※都市計画に係る点は、今後要検討）。

資料5

新スタジアム整備予定地
（卜伝の郷運動公園）

現スタジアム所在地
（メルカリスタジアム）

住所 茨城県鹿嶋市神向寺55-1ほか

土地所有者 鹿嶋市ほか

敷地面積 約95,000㎡（約9.5ha）

開設年月日 1994年3月31日

都市計画等

都市計画区域：鹿島臨海都市計画区域
区域区分：市街化調整区域
用途地域：指定なし
建ぺい率：60％
容積率：200％

関係法令等

都市計画法（市街化調整区域）
建築基準法（建築確認・用途規制等）
都市公園法（都市公園）
「市街化調整区域における地区計画」の知事同意又
は協議に当たっての判断指針 等

アクセス
鹿島臨海鉄道大洗鹿島線「鹿島サッカースタジアム
駅」から徒歩約5分
東関東自動車道「潮来IC」から車で約15分

現況施設

多目的球技場（人工芝）：約40,000㎡（約
4.0ha）
観覧席：396席
ウォーキングコース：１周0.9km/１周1.1km
その他：照明塔４基、管理棟１棟、トイレ棟４棟、
駐車場

基本情報

参考文献：鹿嶋市HP



整備予定地の概要と周辺環境

整備予定地周辺は、スポーツ施設や交通基盤が集積し、現スタジアム跡地を含む一体的な土地利用
が可能な立地である。一方、新スタジアム整備に当たっては、既存施設との機能連携、来場者動
線・交通処理、非試合日の利用等を含め、周辺エリア全体の将来像と整合した計画とする必要があ
る。

資料5

整備予定地の周辺環境整備予定地の概要

• 新スタジアムの整備予定地である「卜伝の郷運動公園」は、
約9.5haの敷地に人工芝の多目的球技場、ウォーキング
コース、観客席、駐車場等を備え、市民のスポーツ活動や
健康づくり、日常的な憩いの場として利用されている。

• 新スタジアムの整備に当たっては、現在利用されている施
設の撤去や代替機能の確保、市有地の取扱い等を整理する
とともに、現スタジアム跡地や周辺施設との機能分担・連
携を図り、エリア全体として一体的なまちづくりにつなげ
ていく必要がある。

参考文献：カシマサッカースタジアム 新スタジアムプロジェクトに関する記者会見資料、茨城県HP、令和８年度 先導的官民連携支援事業（国交省）

スポーツ
施設の
集積

• 現スタジアムやカシマスポーツセンター等が近
接し、周辺は鹿嶋市の都市計画上もスポーツ拠
点として位置付けられている。

• 新スタジアム整備に当たっては、既存施設との
役割分担・機能連携を図り、エリア全体のス
ポーツ・交流機能を高めることが期待される。

鉄道・
幹線道路
による
アクセス

• 鹿島サッカースタジアム駅から徒歩約5分、潮
来ICから自動車で約15分に位置し、鉄道・自
動車の双方でアクセス可能である。

• 一方、自動車来場が多く、国道51号の横断動
線、歩車分離及び退場時の交通集中等への対応
が必要となる。

限定的な
滞在・
回遊機能

• 周辺はスポーツ施設や駐車場等が中心で、試合
前後の滞在・回遊を支える機能は限定的である。

• 新スタジアム整備に当たっては、広場、イベン
ト、飲食・物販等の機能を導入し、非試合日を
含めた日常的な交流・滞在を生み出すことが求
められる。

整備予定地の周辺施設
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